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序 

 

 

 現在、我が国では、第４次産業革命の推進に向け、革新的技術を核としたイノ

ベーションを生み出すべく、ロボット、ＡＩ（人工知能）、ＩｏＴやビッグデータ

等の新しい技術を活用した様々な試みが進められています。その動きをより強固

なものにするには、長年培ってきた多種多様な技術革新の芽を大きく育てる仕組

み、即ち具体的な戦略づくりが必要であります。 

 一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成２６

年度から調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、外部組

織の皆様とともに始め、３年目を迎えました。 

 本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的・先進的

技術を基にした戦略づくり、きっかけづくりであります。このため関連する複数

の分野の関係者が一堂に会して議論を行い、現状の問題点や課題を検討・整理

し、実現すべきシステムの姿およびその実現方策・道筋等を策定するものです。 

 「再生医療分野を中心としたメディカルロジスティクスに求められる移送技術

に関する戦略策定」は、上記事業の一環として、内閣府が主導する沖縄県宜野湾

市の国際医療拠点構想を背景として、再生医療及びがん治療に必要な細胞・検体

を医療機関間で安全、安心に移送する物流及び技術に関して調査、検討すること

を目指して、一般財団法人沖縄国際メディカルアイランド研究機構に委託して実

施し、多様な分野の関係者とともに協会も参加して議論・検討を行いました。ま

た、協会に「機械システム開発委員会」(委員長：（公財）ハイパーネットワーク

社会研究所 理事長・所長、東京大学 名誉教授 大場 善次郎 氏)を設置し、その

ご指導・ご助言を受けました。 

 この成果が、機械システムによる新たな社会変革の進展に寄与するきっかけと

なれば幸いです。 

 

 

 平成２９年３月 

                    一般財団法人機械システム振興協会                                                                                                



 

はじめに 

 

 沖縄県は全国唯一の離島県であり、亜熱帯気候が育む生態系は独特で、本土にはない様々な

生物資源の宝庫としても知られています。また、温暖な気候と特有の食文化により、過去には全

国有数の長寿県として名を馳せていました。近年においては、生活習慣の変化に伴い、県民の健

康面において大きな課題があるのが現状です。 

 一方、医療界の現状に目を向けると、京都大学の山中伸弥教授の研究に代表されるように、特

に再生医療分野の発展が目覚ましく、今後の 10年でさらに進展していくものと予想されていま

す。がん分野についても同様に、がんワクチンとも呼ばれる免疫細胞を使った治療方法の開発、

遺伝子を用いた新しいがん検査方法などが日々研究され、世に出てきています。 

 そのような中で、沖縄県においては、再び健康長寿県として再起すべく琉球大学医学部及び

医学部附属病院を、かつての米軍基地住宅跡地であった西普天間に移設し、国際医療拠点を形

成するプロジェクトが進んでいます。そこで育まれる医療研究が将来的には地域住民の健康増

進に資するだけでなく、アジアの中央に位置する沖縄において国内はもとより、海外の医療研

究機関との人的交流も含めて、医療産業の活性化など沖縄県における産業振興に広く貢献する

ことが期待されています。そういった中で、国際医療拠点として研究や治療に資する細胞など

の医療試料・検体を関係機関に送る、あるいは収集するといったことが大きなミッションにな

ってくると推定されます。 

しかしながら、細胞などにおいては安心・安全のための確立した移送基準がなく、またコスト

も大きな課題となっています。今後の医療界の発展と沖縄県における国際医療拠点形成には医

療向け物流、メディカルロジスティクスの構築が必要不可欠であると考え、（一財）機械システ

ム振興協会より（一財）沖縄国際メディカルアイランド研究機構が受託し、医学系の大学研究者

や医療分野に携わる企業の協力のもとに「再生医療分野を中心としたメディカルロジスティク

スに求められる移送技術に関する戦略策定委員会」を発足することとなりました。本報告書は、

メディカルロジスティクスの構築に求められる各種要件について委員会の下で進められた調

査・検討の成果をまとめたものです。第１章では上述の再生医療分野、がん治療分野における細

胞の移送に求められる各種条件に関する調査、第２章においては、移送を行う上で求められる

各種要素に関する検討の成果が記されております。そして、最後に国際物流と国際医療拠点の

現状と今後の展望について検討しています。 

本報告書を発行するにあたり、貴重な時間を割いて、成果を挙げていただいた委員のご尽力

に心から謝辞を捧げます。 

 

 平成２９年３月 

一般財団法人沖縄国際メディカルアイランド研究機構 
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